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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

○
市
議
会
を
活
性
化（
京
都
府
亀
岡
市
）

　

議
員
定
数
の
削
減
、
議
会
報
告
会
の
開

催
、
決
算
審
査
に
お
け
る
事
務
事
業
評
価
、

閉
会
中
の
文
書
質
問
、
本
会
議
の
ほ
か
予

算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
な
ど
議
会
改
革
を
進
め
て
い
く
中
で

も
、
議
会
か
ら
市
民
へ
の
情
報
発
信
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
存
在
価
値
を
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
か
も
大
事
で
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

○
議
会
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

　
　
　
　
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）

　

市
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と

き
、
議
会
も
議
長
を
本
部
長
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
各
議
員
か
ら
の
情
報
を

収
集
、
整
理
し
、
市
災
害
対
策
本
部
へ
情

報
の
提
供
と
対
応
を
要
請
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
し
た
。
市
災
害
対
策
本
部
に
対
す

る
議
会
の
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
確
認
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
緊
急
度
別

の
対
応
も
で
き
、
迅
速
な
市
民
へ
の
対
応

に
つ
な
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

○
継
続
的
に
制
度
を
見
直
し（
奈
良
県
奈
良
市
）

　

市
民
に
分
か

り
や
す
く
、見
え

る
議
会
制
度
と

す
る
た
め
正
副

議
長
選
挙
の
立

候
補
制
、反
問
権

の
導
入
、議
員
の

政
治
倫
理
条
例

の
全
部
改
正
、文

書
質
問
や
議
会

報
告
会
、情
報
通

信
機
器
の
会
議

へ
の
持
ち
込
み
、

議
会
改
革
に
伴
う
市
民
意
識
調
査
を
経
て
議

会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、議
会
・
議
員

活
動
を
活
発
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。今

後
も
継
続
的
に
議
会
制
度
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
そ
う
で
す
。

○
ま
と
め

　

市
民
に
対
す
る
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
は
、活
発
に
議
会
活
動
、議
会
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
た
め

に
は
議
会
活
動
に
専
念
で
き
る
条
件
整
備
が

大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、７
・
13
水
害

や
７
・
29
水
害
を
鑑
み
る
と
、議
会
の
災
害
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
政
視
察
で
得
ら
れ
た
事
項
を
参
考

に
、さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
校
に
１
名
専
任
学
校
司
書
を
配
置

○
学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
西
尾
市
）

　

西
尾
市
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
司
書
教

諭
以
外
に
専
任
の
学
校
司
書
を
２
校
に
１
名

配
置
し
て
い
ま
す
。
学
校
司
書
は
選
書
、
読

書
指
導
、
図
書
館
の
壁
面
構
成
や
陳
列
な
ど

授
業
に
役
立
つ
学
校
図
書
館
づ
く
り
や
学
習

活
動
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
各
学
校
間
の
連
携
を
図
り
、
読
書
傾

向
な
ど
を
学
級
担
任
と
共
有
し
、
さ
ら
に
学

校
間
で
の
図
書
の
共
有
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
司
書
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
シ
ス
テ
ム
の
連

携
に
よ
り
学
校
図
書
館
を
活
性
化
し
、
学
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

他
自
治
体
の
経
験
と
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用

○
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　

 

（
千
葉
県
流
山
市
）

　

流
山
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
を
設
置

し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を

併
用
し
た
推
進
体
制
で
施
設
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
先
進
自
治
体
の
事
例
を
流
山

市
の
状
況
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
、
施

設
所
管
課
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
で
き
る

こ
と
か
ら
民
間
事
業
者
の
事
業
提
案
を
受

け
付
け
、
全
国
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
積
極
的
に
活
用
し
て
シ
ン
プ
ル
に
実

践
す
る
を
最
大
の
特
徴
と
し
、
他
自
治
体

の
経
験
と
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資

金
調
達
を
最
大
限
に
活
用
し
、
新
た
な
財

政
負
担
を
伴
わ
な
い
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
施

設
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
授
業
の
仕
掛
け
と
教
材
教
具

を
充
実

○
真
岡
市
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

（
栃
木
県
真
岡
市
）

　

真
岡
市
で
は
、「
育
て
よ
う
科
学
す
る
心
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
平
成
５
年
に
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
、
科
学
実
験
室
な
ど
を
備
え
た
科

学
教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
市
内

の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
が
同

セ
ン
タ
ー
に
年
２
回
入
所
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

授
業
の
仕
掛
け
、
ま
た
児
童
生
徒
一
人
一
人

が
観
察
や
実
験
が
で
き
る
よ
う
教
材
教
具
の

充
実
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
員
を
対
象
と
し
て
理

科
教
育
研
修
や
学
習
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
教
員
の
指
導
力
向
上
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
の
状
況
に
よ
り
手
法
と
し
て
な

じ
む
、
な
じ
ま
な
い
が
あ
る
が
、
流
山
市
の

民
間
事
業
者
か
ら
の
事
業
提
案
受
け
付
け
と

全
国
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
積
極
的

な
活
用
は
、
三
条
市
に
と
っ

て
有
効
な
手
法
の
一
つ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
科
学
教
育
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
授
業
の
仕
掛
け
、
教
材

教
具
の
充
実
に
よ
り
児
童
生

徒
の
五
感
に
訴
え
る
形
態
と

な
っ
て
お
り
、
学
ぶ
児
童
生

徒
に
と
っ
て
理
想
的
な
環
境

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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